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・今回の決算説明会につきましては、当初2020年5月20日に開催を予定して
いましたが、新型コロナウイルス（以下「新型ウイルス」）感染拡大による緊急
事態宣言が発令された為、開催を中止し、決算説明はホ－ムペ－ジで発表
する形式としました。

・2020年3月期決算は国内外の物流貨物、旅客数の減少により、対前期比で
減益の結果となりました。
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・第2四半期終了時点で世界経済の減速に回復が見られず、2019年11月5日
に期初業績予想の修正を発表しました。

・修正発表時以降の大きな変化として新型ウイルス蔓延が挙げられます。

・売上高は1,973億87百万円（計画比93.5％、前期比90.5％）。
営業利益は35億28百万円（計画比88.2％、前期比61.9％）。
経常利益は41億14百万円（計画比87.5％、前期比62.5％）。
当期純利益は27億5百万円（計画比82.0％、前期比61.1％）となりました。
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・セグメント別の収益結果となります。

・売上、営業利益とも不動産事業以外は対前期比で減収、減益となりました。

・各セグメントの状況は８ページで説明しますが、今期において新型ウイルス
の影響が最も出たのが旅行事業でした。
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・四半期ごとの各セグメント営業利益推移となります。

・合計金額で見ますと第1四半期を底に、第2四半期、第3四半期と着実に業績
は回復してきました。

・新型ウイルスの影響により第4四半期は、旅行事業は大きく減益となりました。



7

・営業利益の前期比と計画比をグラフ化したものです。

・対前期比で営業利益は、21億70百万円減少の35億28百万円でした。
その内訳を示したのが上のグラフです。不動産事業以外の各セグメントは
すべて減益となりました。

・下のグラフは、計画に対する増減を表しています。日本物流、アジア、中国は
計画を上回りましたが、米州、欧州、旅行事業で計画を下回りました。
特に旅行事業は新型ウイルスによる影響が顕著に出ました。

・2019年度第４四半期（2020年1月～3月）での新型ウイルスによる連結収支へ
の影響はマイナス5億20百万円（営業利益）でした。
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・日本物流は化学品・危険品の国内配送、倉庫保管業務が好調でした。
設備、機械の輸出、食品関連の輸入と保管が堅調でした。
自動車関連貨物の取り扱いが減少しました。航空輸出貨物も全般的に減少
しました。

・米州はカナダでは自動車関連新規ビジネスが拡大しており、メキシコも前年
の洪水による収益悪化から回復しました。米国はデトロイトに支店を開設、
ミシガン地区の自動車営業強化に取組みました。しかしながら期待された
下期以降の自動車関連貨物の荷動き回復が遅れました。

・欧州は拠点再編の一環として、スペイン現法をドイツ日新の支店にしました。
同じくドイツ・ハンブルク支店の空港事務所をハンブルク支店に統合しました。
ポーランドと英国は、倉庫再編の為、今期は一時的に二重家賃が発生しま
したが、来期以降この問題は解消し収益増加に寄与します。英国の自動車
部品国内配送業務は縮小傾向にあります。

・アジア各国も自動車関連貨物の動きが１年を通し低調でした。更に2020年
1月からは新型ウイルスの影響により徐々に工場稼働率が低下し、収益に
影響を及ぼしました。
タイでは3月に緊急品航空輸送が発生しました。

・中国は米中貿易摩擦や香港デモなどの影響で、特に航空輸出貨物が減少
しました。

・旅行事業は団体旅行、MICE、インバウンドなど業務の多角化に取組み、
一定の成果を上げました。しかしながら主力の業務渡航者の減少に加え
新型ウイルスによる世界的な移動の制限が収益に影響しました。

・不動産事業は新型ウイルスの影響で駐車場収入が減少しましたが、通期
では前年を上回りました。
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・日本、米州、欧州、アジア発自動車関連航空貨物量が減少しました。

・中国は電気・電子部品の航空貨物量が減少しました。
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・表は当社NVOCC事業の取扱い実績となります。

・海上貨物については航空ほどの減少は見られませんでした。

（日本）
中国向け電機・原材料関係が堅調で、前年比微減となりました。

（米州）
日本向け食品関連等の輸出が好調で前年比増となりました。

（欧州）
特に大きな動きは見受けられませんでした。

（アジア）
タイ発アメリカ向けを中心とした自動車部品関連の落ち込みにより、
大幅減となりました。

（中国）
アメリカ向け電機、日本向け家電案件の入札シェア増などにより、
前年比微減に留まりました。
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・感染被害抑止に努めるため、社員には以下の行動を徹底させています。

① 通常の安全衛生措置に加え、清掃の強化、消毒措置、マスク着用の
励行。

② 外部接触社員への防疫指導、マスク着用の義務付け。
③ 厚生労働省の指導に基づく自宅待機等の措置。
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・新型ウイルスの上期への影響についてまとめてみました。

・現時点（5月29日）で、中国発着貨物量は順調に回復してきています。

・アジアも同様に底を脱したと思われます。

・日本を含む先進各国はすでに経済活動を再開しており、徐々に貨物量も
増加していくと予想します。
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・日本での緊急事態宣言は5月25日に全面解除となりましたが、未だ世界で
は新型ウイルス蔓延による経済の先行き不透明感が継続しています。国際
輸送を生業とする当社にとって、現在の状況では信頼のおける業績予想を
算出する事は大変困難で、今回の発表は「未定」とさせていただきました。
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・当社配当政策は安定的配当の継続を基本としております。
今後も利益配分につきましては株主様への還元の充実に努めてまいります。

・21年3月期の配当金につきましては、改めて報告させていただきます。
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・3年目が終了した第6次中期経営計画の進捗を報告致します。

・第6次中計は2017年4月から2022年3月までの5年間を対象期間として重点
施策を明確にした上、最終年度に連結売上2,300億円、連結営業利益
74億円の達成を目標としています。

・重点3分野は自動車関連物流、化学品・危険品物流、食品物流を重点強化
分野と位置づけ、グル－プ力を駆使しての事業拡大を目指します。

・国内事業の収益力向上は、設備投資と組織改編を含む業務効率化に主眼
を置きます。

・グル－プ経営基盤強化はガバナンス強化とコンプライアンスの徹底、人材
育成、財務体質強化などの施策となります。
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・最終目標の売上2,300億円、営業利益74億円を目指し、グル－プ一丸と
なって 施策推進に取組んでおります。

・今期発生した新型ウイルスの数値目標に与える影響は現段階では不透明
な状況です。
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・総額260億円の設備投資計画は順調に進捗しております。

・国内外での倉庫、物流施設関連の需要は活発で、当初計画以外にも
いくつかの投資案件が進行中です。公表できる段階となりましたら速やかに
報告致します。



20

・トピックスとして3つの新倉庫をご紹介させていただきます。

・国際都市である福岡市の北東部に位置するアイランドシティは、九州・福岡
の海の玄関口である博多港に隣接する新たな物流エリアとして注目され
ています。当ロジスティクスセンターは、常温倉庫、空調倉庫、冷蔵倉庫
を完備し、日本各地やアジアを結ぶ物流拠点として、保管・配送だけで
なく、輸出・輸入に対応した保税、流通加工、コールドチェーンまで対応
可能な大型多機能倉庫です。
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・当倉庫は需要が高まる冷凍スペースの増強を目的として建設され、より
スピーディーな作業が可能な自動ラックを導入しております。
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・・新たに着工するこの冷蔵物流センターは、地上5階建て、延床面積 約18,000
平方メートル、F級C級あわせて約26,000冷蔵トンの収容能力を擁します。
冷却機には、自然環境への負荷を減らす取り組みとして、自然冷媒を採用
します。

・東京港、羽田空港に近く、また大消費地である首都圏へのアクセスにも
便利な立地の優位性を生かして、質の高い食品物流サービスをご提供
します。
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・当社はグループとして各種ESG活動に取り組んでおります。
詳しい内容はCSRレポート（近日発行）に掲載いたします。

（*青字は今期の新たな取組みです。）
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